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一 柳 正 和 (阪大エ)
§1.序 論
前の論文 1) で我々は か 皿 and-PineB 地eory2)に従って Bose系の
ExGitaもionspectrt皿 を得た｡ COllecもivemodes･ほ 鞄 - i､斥㌫p芸
でありL特に mOdeTcouplingが BPeCもrumをさげるiに重要を役割をはた
していることを示した｡
この報告では､ fieldEkの量子俺を論ずるO 我々は Bo血TPines
theory3)を Bose系に応用するg_field重な と densiもy fltlCtua.七ion
pk との関係は適当を正準変換によ-3て得られ る8 , Boh& -PineB もheoTyと
aLnalogousを正準変換は Ek と pkの関係は cLassicaユを場､金のそれと同
型のものであることを示すOこのことーは我々は exciもed sも鼓もe として
Feym typ牢のものを考えていることに対応しているo fields間の相互





inもeracもingである｡ この系の 鞄 mi'七onianは















ory･であろうo この方法 はTomonaga(4)に より相互作用がnonmagne+uic
origine の系に披張 されている｡
co11ectivecoordinateB の組を月amilもonian(2.i)に附加項を導入
することに より構成する｡ この組を (Ek,Qk)とするO これ らの変数は次の交
換関係を滞足する｡､
〔触 ･鞄 )-i二Sk,kl 0tberwise - o (地 C)(3･1)
電 -rE⊥k, 砿 L- ぺLk
これらは粒 子の運動量及び軽標とは可換である0
日amilもonian(2ー 1)に附加する項は .








∑孟 p三･kE<k･C匝 k+喜∑?kPk- 諾 kc布 鞄 触 (3･5,

























とな り､これは古典的には鞄-itJqiな であることを意味するO また､
i















､『 亮 = QkQ,蛋-Aap+qap兼｣L
*
となるo ap･チp は通常のBoson operatorであるO








･で与え られるO この相互作用のverもexはFig.1 に示 され ているo FigJ
で 実線 はBose粒子のPrOpagaもor を､波線 は Callecもivefieldの~
propagaもor を各 々表わす｡
今 colユecもive･;field間の相互作用 (月amiltonian(3.13)めiast
もerⅢ) をneglecetLようo このとき effectiveな fieldpropagator
はFig.2 に示され るDyso王1方程式に よって

























となるO ただしN(p)は運動量 pのBoson の分布関数であるo
ちこで､我 々はblackbubble の計算 はその最低次をとったO (4.3)式 の
















で与えられることが分 るo この相互件用のverも?ⅩはFig･3 に示す通 りであ
る｡ この相互作用を考慮するときのDyson 方程式はFig.2 あ他にFig.4
Eq項を附加すればよいO.
k lr~q






















嘉 ÷ {一志 k6+言kg'k3二撞 k4i kck5} く515)
H k一三kcでZlerOになる項 }
㊨ k>ikcのとき





靴を系の e`xactgroundsもate甲Ⅳeもunction とす るときFeynman
sもa七e は
FF- Pq･Fo (6･1)
で与え られる0 -万 液錐中での諾ⅩCitation の運動を考 りよした
betterⅥave functio王ユ は
FF,C-{電･k_fq4KA寮 p芸p芸-｡,Fo (6･2,
と考えられ､これはFeynma‡トCoh甲 q_uaSi-particle を表わすQ この節
では 適当な正準変換昼991i露 i-ive･翫eldvariables宜kはFey-an-




我 々は- §3 においてcallect,ivef与eldEkは本質的に粒子の density
flucも血tion pkで表わされ ることを示 したo この ことはFeynman quslT
part.iclesは totaliiamiユも｡nian に正 準変換 (3･6)を施す ことによって
得 られ ることを示す ように思われ る｡
Feynman-Cohen q.し1aSl-Paもicles はFsyn皿anquasi-particleの
admixtureである. 土王f-fは Feym 申 quasi-parもiclesの相互作用 を表
わす｡そこで払 出 1tonian(3･8)において昆f_fが消され るような正準変換
を考 えようOそのような正 準変換 は
U = eiS/




で与 え られるO実際 この正準変換 をflamilもonian(3.8)に施す と新 しい
iqamilもonianは
new-e-iudLUJ new eiSf





















を使用すれば､条件 (6.6)は 近似的に次のように表わすことが出来 る｡すな.i:,-
-_定 わち それは
1




侵 pk二｡'p- 0 く6.9)
･1た-(I-･～
となるよ この条件 はCO11ective fieid瓦kは近似的にみて､FeyTlman-




我々はPine8-月ohm もheory と同じ手続でー豊子化 された collccもive
field を導入した｡これ らはdensiもyfluctuationと密接 な関係がありt
Feyrman quasi-particユeに対応することが暗示される｡ fieユd 問の相





不満足であるといえる｡ この値をどの ように決定す るかが当面の問題であり､
目下考 察中である｡
Bogoliubovspecもrum はまった く別の方法に よりflugenholtz-Pines
によっても得られているO我 々の使用した正準変換の方法と彼 ら (及びBeli-
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